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衆
議
院
議
員
井
出
庸
生
君
提
出
令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
よ
る
長
野
県
東
部
・
東
信
地
域
の
被
災
状
況
か
ら
見
る
、
山
間

部
・
上
中
流
域
の
河
川
災
害
被
害
と
、
復
旧
課
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
井
出
庸
生
君
提
出
令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
よ
る
長
野
県
東
部
・
東
信
地
域
の
被
災
状
況
か
ら
見
る
、

山
間
部
・
上
中
流
域
の
河
川
災
害
被
害
と
、
復
旧
課
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
水
だ
け
で
な
く
再
び
土
砂
岩
石
が
堆
積
す
る
可
能
性
を
考
慮
し
た
抜
本
的
な
復
旧
対
策
」
及
び
「
こ
う
し
た

被
害
に
対
す
る
国
の
復
旧
方
針
、
県
や
市
町
村
に
対
す
る
助
言
等
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
土
砂
及
び
岩
石
の
流
出
に
よ
り
令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
と
同
様
の

被
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
土
石
流
等
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
に
お
け
る
砂
防
工
事
に
つ
い
て
の
必

要
な
技
術
的
助
言
を
行
う
な
ど
の
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
山
地
災
害
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
林
野
庁
に
お
い
て
、
二
次
災
害
の
防
止
や
早
期
復
旧
に
向
け
た
災
害
復
旧

事
業
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
「
森
林
整
備
保
全
事
業
計
画
」
（
令
和
元
年
五
月
二
十
八
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
豪

雨
等
多
様
な
現
象
に
よ
る
山
地
災
害
を
防
止
し
、
こ
れ
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
地
域
の
安
全
性
の
向
上
に
資
す
る

た
め
、
治
山
施
設
の
設
置
と
機
能
が
低
下
し
た
森
林
の
整
備
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 



 

２ 

 

 
 

な
お
、
御
指
摘
の
「
近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
所
有
者
が
不
明
の
山
林
が
復
旧
の
妨
げ
に
な
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
に
お
い
て
は
、
森
林
の
所
有
者
が
知

れ
な
い
又
は
そ
の
所
在
が
不
分
明
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
国
又
は
都
道
府
県
が
森
林
の
造
成
事
業
又
は
森
林
の
造
成
若
し
く

は
維
持
に
必
要
な
事
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
農
林
水
産
大
臣
が
森
林
又
は
原
野
そ
の
他
の
土
地
を
保
安

施
設
地
区
と
し
て
指
定
し
、
国
又
は
都
道
府
県
が
同
地
区
内
に
治
山
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
等
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
倒
木
に
よ
る
停
電
の
防
止
や
、
停
電
発
生
時
の
早
期
復
旧
の
た
め
の
関
係
機
関
の
連
携
」
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
電
気
工
学
や
防
災
の
専
門
家
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
電
力
・
ガ
ス
事
業
分
科
会
電
力
・

ガ
ス
基
本
政
策
小
委
員
会
産
業
構
造
審
議
会
保
安
・
消
費
生
活
用
製
品
安
全
分
科
会
電
力
安
全
小
委
員
会
合
同
電
力
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
令
和
元
年
台
風
第
十
五
号
や
令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
よ
る
停
電
及
び
そ
れ

ら
の
復
旧
作
業
の
徹
底
的
な
検
証
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
倒
木
の
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
の
無
電
柱
化
の
取
組
や
、
倒
木
の
除
去
を
円
滑
化
す
る
た
め
の
電
力
会
社
、
自
治
体
、
自
衛
隊
等
の
連
携
に
つ
い
て
も
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検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
水
道
管
等
の
復
旧
工
事
や
、
断
水
が
解
消
す
る
ま
で
の
間
の
給
水
等
」
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
や

公
益
社
団
法
人
日
本
水
道
協
会
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
被
災
し
た
水
道

施
設
の
復
旧
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
「
上
水
道
施
設
災
害
復
旧
費
及
び
簡
易
水
道
施
設
災
害
復
旧
費
補
助
金
」
等
に

よ
り
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
中
央
省
庁
か
ら
の
応
援
、
被
災
し
な
か
っ
た
自
治
体
か
ら
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
の
施
策
を
政
府
は
ど
の
よ

う
に
検
討
し
、
自
治
体
に
呼
び
か
け
や
周
知
を
す
る
か
」
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
災
害
対

応
業
務
を
被
災
自
治
体
が
単
独
で
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
は
、
被
災
自
治
体
に
お
い
て
円

滑
に
災
害
対
応
を
行
う
た
め
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
幹
部
級
職
員
を
含
め
た
政
府
職
員
の
派
遣
、
自
治
体
間
で
の
応
援
職
員

の
派
遣
の
調
整
及
び
こ
れ
ら
の
取
組
状
況
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
周
知
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
当
た
っ
て
も
、
長
野
県
等
六
県
に
対
し
て
内
閣
府
調
査
チ
ー
ム
を
派
遣
し
て
い
る
ほ
か
、
各

省
庁
か
ら
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
治
体
間
の
応
援
職
員
の
派
遣
に
つ
い
て
も
、
被
災
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し
た
二
十
七
市
町
に
対
し
て
は
、
全
国
知
事
会
等
と
共
に
構
築
し
て
い
る
「
被
災
市
区
町
村
応
援
職
員
確
保
シ
ス
テ
ム
」
を

通
じ
、
令
和
元
年
十
月
二
十
九
日
時
点
で
、
三
十
三
道
府
県
市
か
ら
累
計
三
千
九
百
十
七
名
の
応
援
職
員
が
派
遣
さ
れ
、
避

難
所
運
営
や
罹 り

災
証
明
書
の
交
付
等
の
災
害
対
応
業
務
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
例
え
ば
、
長
野
市
等
に
対
し
て
は
、

他
県
か
ら
応
援
の
保
健
師
が
派
遣
さ
れ
、
浸
水
し
た
地
域
の
要
配
慮
者
を
中
心
に
、
在
宅
被
災
者
の
戸
別
訪
問
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
周
知
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
適

切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
災
害
へ
の
即
応
体
制
、
早
期
復
旧
の
知
見
を
普
段
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し

も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
災
害
発
生
時
に
地
方
公
共
団
体
が
災
害
応
急
対
策
及
び
災
害
復
旧
を
的
確
に
行
う
た
め
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
業
務
継
続
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
他
の
地
方
公
共
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
応
援
を
円
滑
に
受
け
入
れ

る
た
め
の
体
制
（
以
下
「
受
援
体
制
」
と
い
う
。
）
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
内
閣
府
に
お
い
て
は
、

「
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
業
務
継
続
の
手
引
き
」
（
平
成
二
十
八
年
二
月
内
閣
府
（
防
災
担
当
）

公
表
）
、
「
地
方
公
共
団
体
の
た
め
の
災
害
時
受
援
体
制
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成
二
十
九
年
三
月
内
閣
府
（
防
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災
担
当
）
公
表
）
等
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
の
担
当
者
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
方
公
共
団

体
の
業
務
継
続
計
画
の
策
定
及
び
受
援
体
制
の
構
築
を
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
適
切
に
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
災
害
時
の
協
定
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
災
害
に
よ
り
鉄
道
路

線
が
不
通
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
早
期
復
旧
と
と
も
に
、
利
用
者
の
生
活
交
通
と
し
て
、
復
旧
ま
で
の
間
の
代
替
輸
送
手
段

の
確
保
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
平
時
か
ら
鉄
道
事
業
者
と
バ
ス
事
業
者
と
の
間
の
事
前
の
連
携
体
制
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
そ
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
被
害
状
況
等
を
継
続
的
に
把
握
し
、
積
極
的
に
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
・
・
・
継
続
的
な
支
援
活
動

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
日
々
刻
々
と
変
化
す
る
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
お
い
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。 

八
に
つ
い
て 



 

６ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
復
旧
・
復
興
事
業
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、

災
害
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
を
推
進
す
る
た
め
、
防
災
対
策
の
推

進
に
必
要
と
な
る
予
算
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
過
去
の
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
い
か
し
、
政
府
一
体
と
な
っ
て
復
旧

・
復
興
支
援
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
る
。 


